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天保期長州藩における食料生産の地域性

　　山口大教育　　五島　淑T-

〔(社)日本家政学会

　目的　これまで。天保期長州藩の地記である「防長風土注進案」をもとtC , 19世紀半ば

の長州藩における食料と栄養状況にっいてあきらかにした。長州藩（現在の山口県）は，

地形的には，南は瀬戸内海，北はa本海に面し，中国山地も含むことから，食料生産にも

地域性が認められる。そこで，長州藩口宰判における食料生産の地域性を明らかにする。

　方法　『防長風土注進案ｊに記載された食用産物について，宰判ごとに食料の推定総生

産量を求め，それらをもとに, 当時の宰判別人口および　365日で除し, 1人１日あたりの

食料の生産量を算出する。また食品成分表（三訂）を使用して栄養素等供給量を求め，そ

の特徴を明らかにする。

　結果　長州藩のうち『防長風土注進案』に記載された17宰判（支藩領を除く）の食料生

産の地域性について次のことがわかった。

　①瀬戸内海の島である大島宰判は海産魚類とサツマイモの生産量が多かった。②中国山

地に位置した宰判ではサツマメモよりサトイモの生産が多く。川魚，イノシシ，シカの捕

獲がある。とくに奥山代，前山代宰判で心ヽソバ。コンニャクの生産量が多かった。③瀬戸

内海に面した上関，熊毛宰判では野菜類の生産が多様である。④都市化の進んだ山口，三

田尻宰判では米の生産量が多かった。⑤瀬戸内郷に面した小郡，舟木宰判では海産魚類と

ともに貝類がみられたc ⑥日本海側の先大津，前大津，奥阿武宰判では, 海産魚類，海草

類の生産量が多い。とくに前大津宰判では鯨が特徴的である。また，奥阿武宰判では鶏卵

の生産量がある。
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「御所御用控帳」から

　　林　淳一

　目的　江戸期の御所から注文された菓子の調査によって，菓子の発達過程を探る。また，

各御所で菓子がどのように用いられてきたかを明らかにする。

　方法　菓子老舗虎屋に残る，禁裏・仙洞・大宮・女院・新女院の五つの御所の菓子御用

控帳（天明３年）から得られた菓子注文についてデータベースを作成した。各御所の注文

日数と件数，出現した菓子の種類，総価格などを比較し，さらit,注文件数の多い菓子15

種の注文の特徴を分析して，各御所の菓子利用の様子を検討した。

　結果　菓子注文1310件の各御所の内訳は，禁裏　2 97,仙洞　2 55,大宮　364,女院　2 25,

新女院　169件である。注文日数と件数では大宮御所が最も多く，最も少ない新女院御所の

約　２倍である。月別の注文件数は各御所間でまちまちである。菓子の種類は全体で　297種

（内不明31種）, 各御所とも　100種前後であるが，各御所に共通する菓子は10種にすぎず，

菓子の好みは御所によって差がみられる。年間総lilli格は最も多い禁裏御所で約8990匁,最

も少ない女院御所の約　５倍で，禁裏御所では高価な菓子を一度に大量に注文している。注

文の多い菓子は，うきうき, 漉小豆, 温鈍の粉，御汁，源氏飴，御好大IS, 温鈍，見肥，

大IS,小干菓子などで，上位15種の注文件数は全体の42％をしめる。15種のうち，最高は

うきうきの75件で大宮御所だけの注文である。うきうきと漉小豆, 温鈍と御汁，源氏飴と

見肥とは一緒に注文される場合が多く，源氏飴，御好大饅，玉手箱，梅の花餅は他の菓子

数種と組み合わせて注文される。菓子の利用は各御所によって特徴があり，質量ともに充

実した禁裏御所と仙洞御所，干菓子や粉類が多い他の三つの御所の二つに大別される。


